






























































































項目緊急時代返依頼手段 合 計ログイン メール 諦める
項目 依頼　　 30 17 0 47
代返依頼 依頼せず 47 17 15 79
合 計 77 34 15 126
表 項目2代返依頼時に教えるパスワードの種別(単位名)
ログイン メール どちらでも 合 計
22 14 11 47
表 項目3代返を依頼しない理由(単位名)
代返嫌い ファイル盗み見 メール盗み見 合 計



























































本音を回答 教員・授業により変化 本音を回答せず 合 計
109 34 6 149
表 項目2本音を回答しない場合がある理由(単位名)
成績評価への影響 回答の非反映 回答が面倒 なんとなく その他 合 計
5 13 10 16 1 45
表 項目3記名化に対する賛否(単位名)
記名がよい どちらでもかまわない 無記名がよい 合 計
1 58 90 149
表 項目4記名化された場合の授業評価への回答態度(単位名)
記名で本音を回答 記名だが本音を回答せず 無記名で回答 合計






























































































































2) R. Rivest, The MD5 Message-Digest Algorithm, http://www.ietf.org/rfc/rfc1321.txt, 1992
3) 川歩代返防止出欠収集・匿名型授業評価収集システム、2004PCカンファレンス論文集、406-409,
2004
4) 例えば、http://www.denso-wave.com/qrcode/index.html
